












夫婦で研究（キャリア）を継続するために、家庭が犠牲になっていること、これをどのように解決す

るかが大きな問題であると思います。 
それぞれのキャリア段階や年代で様々な課題があると思いますが、「リーダーの育成（キャリア形成支

援）」「様々なライフイベントとの両立支援」が２本の柱だと思います。男女でともに考え、活動して

いくことが重要だと思います。 
これは一般的な話にもなりますが、「女性研究者のサポート」＝「妊娠、育児のサポート」という流れ

が多いです。しかし、女性研究者だからといって、結婚、妊娠、育児をしているわけではありません

し、逆に男性研究者も、育児休業をしたいケースもあるかと思います。 女性研究者の何をサポートす

るのか、男女共同参画とは何を目標とするものなのかをしっかり考えた活動が求められるのかなと思

います。やみくもに女性研究者のサポートというスタイルだけを掲げる活動はあまり意味がないと思

います。参考にしていただければ幸いです。 
福島原発事故以降、多くの一般の方が、放射線に影響を持っており、特に小さい子供を持つお母さん

は高い関心を持たれていると思います。そのようなお母さんへの説明には同じく女性の研究者が行う

のがいいと思いますが、放射線影響学会ではポスドク以降の女性研究者が限られており、積極的に育

成し、女性研究者を増やしていくことが、学会の社会貢献の上でも、必要だと思います。 
本来、学術における評価は性差に関係なく公平に行われるべきものであると考えられる。一方で、日

本における男女共同参画への取り組みを見ると、「女性の登用」を促進する事が強調されており、その

ための環境作りは後回しになっている様に感じられる。中長期的な視点で女性支援環境を整備し、研

究職を志す女性の母数を増やし、その上で学術的に正当な競争によってポストを獲得する流れが望ま

しいのではないだろうか。 
まずは男女共同参画について他分野の活動を含めて学ぶ機会が必要と思います。 
この問題に関する学会員の意識の向上と学会活動における男女共同参画の実現を推進し、この活動を

通じて学会が活性化することを期待しています。是非、「男女共同参画委員会」を当学会にも設置して

いただければと思います。 
 
 
分 析 

学会の男女共同参画に対して非常に真剣にお考えいただき、ありがとうございました。環境・職場に

よって男女共同に対する意識は異なるものの、休みや退勤が取りにくい状況まではなさそうであり、そ

の手当もある職場もありそうです。ただし、お子様をお持ちのご家庭では、やはり急な対応があること、

夫婦共働きでのご苦労も垣間見えます。学術大会にお子様をお連れする方もいらっしゃり、学会として

託児スペースや宿泊施設の推薦などの準備が可能であれば会員にやさしい会になりそうです。女性への

支援については、社会的な情勢から採用についてはある程度進んでいるようです。学会に対してはこれ

までの支援の評価がある一方、女性支援の制度のあり方については見直していく余地もありそうです。

そのためにも理事・学術評議員に女性研究者を増やすことも必要であり、男女共同参画委員会を設置し

て継続的に考えていくことが重要であると感じました。ただし、そのあり方としては、形式的なもので

はなく、実例や現場の声を反映できる体制とする工夫が必要に思います。いただいた多数の貴重なご意

見は今後の活動の参考にさせていただきたく思います。誠にありがとうございました。 


